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新潟⼤学⼤学院医⻭学総合研究科⾎液・内分泌・代謝内科学分野の藤原和哉特任准教授、曽

根博仁教授らの研究チームと NEC ソリューションイノベータ株式会社（本社：東京都江東区、
代表取締役 執⾏役員社⻑：⽯井⼒、以下 NEC ソリューションイノベータ）の合同研究チーム
は、2 年間の健康診断の結果をもとに、⾷事内容や運動習慣の変化に応じて、その後 3 年間の
体重がどのように推移するかを、同社開発の⼈⼯知能（AI）で予測できる可能性を⽰しました。 

さらに、異種混合学習技術を⽤いることで、従来⼈⼯知能が抱えていた「AI のブラックボッ
クス問題」にも対応できるようになりました。 

本研究成果は、2023 年 6 ⽉ 15 ⽇、国際専⾨誌「Frontiers in Public Health」（IF:5.2）に掲
載されました。 
 

 
Ⅰ．研究の背景 

⽣活習慣は体重に⼤きく影響し、肥満は 2 型糖尿病、⾼⾎圧などの⽣活習慣病の原因となる
ことから、適切な体重の認識と管理が⼤切です。 

医療現場でも AI の活⽤が期待されていますが、AI は、その判断が正確である⼀⽅で、その
答えがどのように考えて出されたかが不明瞭であり、「AI のブラックボックス」として懸念さ
れています。医療現場では判断基準が重要であるため、根拠の不明な AI の使⽤は難しいとされ
てきました。従来の研究では、AI を⽤いた将来の体重推移は、予測期間が短いため、⽣活習慣
の変化の影響が⼗分に考慮されていませんでした。 
 
Ⅱ．研究の概要 

本合同研究チームは、同社が開発した健診結果予測シミュレーションプログラムと新潟県労

説明可能な AI による将来の体重予測 
〜3 年先までの体重予測で健診現場や患者指導⽀援に応⽤できる可能性〜 

【本研究成果のポイント】 
 説明可能な AI により、⾷事内容や運動習慣の改善に伴う 3 年間の体重推移を予測でき

る可能性を⽰した。 
 本研究による体重予測は、従来の回帰分析と同程度の予測精度を持ち、より迅速かつ

効率的である。 



働衛⽣医学協会が持つ健康診断に関するビッグデータを利⽤して、2 年間にわたる 4 万 5 千⼈
の⾷事内容や運動習慣、体重の変化をはじめとした膨⼤な情報を、異種混合学習を⽤いた AI に
学習させることで、その後 3 年間の体重の推移を予測できるかについて検証を⾏いました。そ
の結果、AI は 3 年間の体重推移を、従来の回帰分析と同程度予測できることが明らかとなりま
した。従来、深層学習をはじめとした AI が構築したモデルの内部については、それぞれの影響
がどの程度影響したかが不明瞭であり、「AI のブラックボックス」とされていましたが、異種
混合学習技術を⽤いることにより、本研究結果における予測モデルは医療従事者や患者が理解
しやすいものとなりました。 
 
Ⅲ．研究の成果 

本研究では新潟県労働衛⽣医学協会で健康診断を受診した、⽣活習慣、肥満度、⾎圧、⾎液
検査などの 5 年間のデータを有する 19 歳以上の 5 万⼈を対象とし、調査しました。そのうち、
4 万 5 千⼈の 2 年間のデータを使⽤し、異種混合学習を⽤いることで、その後 3 年間の体重推
移を予測するモデルを作成しました。次に、5 千⼈の検証⽤データを⽤い、このモデルの正確
性を検証しました。その結果、異種混合学習は、集団を⾃動的に 5 つのグループに分割し、そ
れぞれのグループごとにその後 3 年間の体重推移を予測するモデルを構築しました（図 1、表
1）。さらに、構築された 5 つのモデルは、これまでの回帰分析と同程度の予測精度を⽰すこと
が明らかになりました。 

本研究結果から、異種混合学習技術を使⽤したモデルにより 2 年間の健康診断結果を利⽤す
ることで、その後 3 年間の体重の推移を予測するモデルを作成できる可能性が⽰されました。
これにより、さらに複雑な予測式を作成し検証するために時間を費やす必要が削減され、医療
スタッフの負担が減少することが期待されます。ただし、実際の現場で導⼊される前には、本
研究の集団以外で体重の推移を予測できるかを⼗分に検証する必要があります。 
 
Ⅳ．今後の展開 

近年、⽣活習慣の多様化により、それぞれの⼈の特性に応じた指導を⽬指すことが重要とさ
れています。そのためには、まず現在の⽣活習慣を正確に把握し、改善のための具体的なアド
バイスを提供することが⼤切です。本研究により、現在の⾷事内容、飲酒習慣、運動習慣を続
けた場合、1〜3 年後に体重がどうなるのか、また⽣活習慣を改善した場合は、どの程度改善す
るのかについて具体的に⽰すことで、個⼈に合わせた⽣活指導を提供できる可能性があります。
また、本研究で使⽤された異種混合学習技術は、医療従事者や患者にも理解しやすいものとな
っており、データから迅速かつ⾃動的に予測モデルを構築することができるため、健康診断の
現場での活⽤が期待され、国⺠の予防医療に広く貢献できる可能性があります。 

今後は体重の推移に限らず、説明可能な AI を⽤いて、健康診断や⽇常診療を⽀援する AI シ
ステムの構築を⽬指し、さらなる研究を進める予定です。 
 
Ⅴ．研究成果の公表 

本研究成果は、2023 年 6 ⽉ 15 ⽇、国際専⾨誌「Frontiers in Public Health」（IF:5.2）に掲
載されました。 
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図 1 異種混合モデルにより⽣成された「⾒える化」された分類（原著論⽂から） 

 
異種混合モデルを⽤いることで、今までブラックボックスであった AI の中⾝を⽰すことができます。 
上記の場合、集団を⾃動的 5 つに分類し、それぞれに予測モデルを構築することで、3 年間の体重の推
移を⾼速かつ正確に予測可能にします。 
 
 
 



表 1 図 1 の 5 つの分類ごとの体重予測式（原著論⽂から） 

 ⽣活習慣の改善* 予測式 
  1 2 3 1 2 3 4 5 
1 年前の体重       1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 
2 年前と 1 年前の体重の差        - - - - -
1 年前の⾝⻑       0.01 0.03 0.00 0.01 0.02 
性別 (男性)       - - - - - 
ベースラインの年齢       - - - - - 
ベースライン. ⽣活習慣の改善について保健指導（個⼈への指導）を受ける機会があれば、利⽤しますか。 (いいえ)       - - - - - 
現在. ⽣活習慣の改善について保健指導（個⼈への指導）を受ける機会があれば、利⽤しますか。(はい)       - - - - - 
ベースライン. たばこを習慣的に吸っていますか (いいえ)       - - - - -
現在.  たばこを習慣的に吸っていますか (いいえ) 〇     - - - - -
   〇   - - - - -
     〇 - - - - - 
ベースライン. 飲酒       - - - - -
現在. 飲酒       0.01 0.03 0.00 0.00 0.01 
ベースライン.  ほぼ同じ年齢の同性と⽐較 して歩く速度が速いですか。(いいえ)       - - - - - 
現在.  ほぼ同じ年齢の同性と⽐較 して歩く速度が速いですか。(はい) 〇     - - - - -
   〇   - - - - -
     〇 - - - - -
ベースライン. ⽇常⽣活において歩⾏⼜は同等の⾝体活動を 1 ⽇ 1 時間以上実施していますか。 (いいえ)       - - - - -
現在. ⽇常⽣活において歩⾏⼜は同等の⾝体活動を 1 ⽇ 1 時間以上実施していますか。 (はい) 〇     - - - - -
   〇   - - - - - 
     〇 - - - - -
ベースライン. 1 回 30 分以上の軽く汗をかく運動を週 2 ⽇以上、1 年以上実施していますか。 (いいえ)       - - - - -
現在.  1 回 30 分以上の軽く汗をかく運動を週 2 ⽇以上、1 年以上実施していますか。 (はい) 〇     - - - - -
   〇   - - - - -
     〇 - - - - - 
現在.  1 回 30 分以上の軽く汗をかく運動を週 2 ⽇以上、1 年以上実施していますか。 (いいえ) 〇     0.09 - 0.24 0.11 - 
     〇 - - - - - 
ベースライン. 朝⾷を抜くことが週に 3 回以上ありますか (はい)       - - - - -
現在.  朝⾷を抜くことが週に 3 回以上ありますか (いいえ) 〇     - - - - -
   〇   - - - - - 
     〇 - - - - -
ベースライン.  ⼈と⽐較して⾷べる速度が速いですか。 (速い)       - - - - -
ベースライン. ⼈と⽐較して⾷べる速度が速いですか。 (ふつう)       - 0.07 0.04 0.03 -



現在.  ⼈と⽐較して⾷べる速度が速いですか。 (ふつう) 〇     - - - - -
   〇   0.06 0.27 - - -
     〇 - 0.31 - - -
現在.  ⼈と⽐較して⾷べる速度が速いですか。(いいえ) 〇     - - - - -
   〇   - - - - -
     〇 - - - - - 
ベースライン. 就寝前の 2 時間以内に⼣⾷をとることが週に 3 回以上ありますか。 (はい)       - - - - - 
現在.  就寝前の 2 時間以内に⼣⾷をとることが週に 3 回以上ありますか。 (いいえ) 〇     - - - - -
   〇   - - - - -
     〇 - - - - - 
ベースライン. 朝昼⼣の 3 ⾷以外に間⾷や⽢い飲み物を摂取していますか。 (はい)       - - - - -
現在.  朝昼⼣の 3 ⾷以外に間⾷や⽢い飲み物を摂取していますか。 (いいえ) 〇     - - - - -
   〇   - - - - -
     〇 - - - - -
ベースライン. 睡眠で休養が⼗分とれていますか。(いいえ)        - - - - -
現在.  睡眠で休養が⼗分とれていますか。(はい)  〇     - - - - - 
   〇   - - - - -
     〇 - - - - - 
係数        2.12 - 1.57 0.16 0.18 

*運動や⾷⽣活等の⽣活習慣を改善しようと思っていますか。1: いいえ, 2: 既に改善に取り組んでいる（6 か⽉未満）, 3: 既に改善に取り組んでいる（6 か⽉以上） 
それぞれのモデルごとに⾃動的に作成された予測式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 


